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農福連携の取組み

代表取締役 今村和也
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代表者名
（会社/農園） 株式会社今村製茶

所在地 〒893-2301 鹿児島県肝属郡錦江町神川700

ホームページ https://www.imamura-tea.com/

事業内容

お茶の生産：５ha
茶工場：120kg、1ライン（鳥浜お茶倶楽部）
JGAP取得、かごしまブランド団体認定

主要顧客 鹿児島県茶市場、JAどっ菜市場、EC（BASE）

■会社概要
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■経営理念

生産するお茶すべてに「価値」を与え、

「三方良し（生産者、業者、消費者）」

皆を豊かにする持続可能な茶業を！
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■経営戦略

スポット人材の活用による増産

・障害者福祉施設との連携「農福連携」に挑戦

その他の作業に拡大していく

現状50万/反→60万/反をコンスタントに取れるように

✓ 3月からスタート（鹿屋市の施設と連携）
✓ 作業は「被覆（被せ）」と「剥ぎ」

タスク：詳細な作業手順の作成
指導員との打ち合わせ

更に詳細な手順書作成（写真など？）

自社：慢性的な人手不足で、特に1番茶の収穫に手がかかりすぎる
施設：福祉法人以外の仕事がない。福祉法人以外との関わりがない

課
題

敬心グループ（株）ひまわり農苑
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■経営戦略

ほうじ茶、玄米茶のティーバック、粉末化

✓ 2番茶以降は加工へ
→自販率を高めていく

課題：販路をどう広げるか
タスク：営業先リスト作成

✓ お茶により「価値」をつけていくため
に

✓ ドリンク原料だけだと「３方良し」に
ならない
→「すべてのお茶に価値を」 【

今期、着手
・鳥浜お茶倶楽部（鳥浜荒茶生産組合）を法人化
・（株）鳥浜お茶倶楽部へ工場の運営を委託する形式
・県の事業（専門家派遣）するか
・補助金、融資の受け入れが容易になる

【
できたこと

＜ここから＞
・２社持っていった（配送圏内、意思疎通・商品管理）
・配送圏内（他には何社、何箇所？）

・配送圏外についてはどうする？

・６月にホームページ（



5

これまでは、生産と茶工場の経営が一体。
一方が一方を補完しあう関係であった。
それにより乗り切っていたが、本質的な経営の改善が見えにくい状況であった。
（薄々感づいていいたのだが・・・。）

経営理念として決めた「三方良し」。

自身の経営においても「三方良し」を考えた。

生産は生産の利益を、工場は工場の利益を追求する。
さらには、販売の拡大により価格の決定権を持つ。

それぞれの経営を考えていくことに決めました。



農福連携

農福連携は、担い手不足や高齢化が進む農業分野において、働き手
の確保につながるものである。

「農福連携」とは？

農福連携とは、障害者等が農業生産に従事すること

安価な労働力ではないし、そうであってはならない！

農福連携の価値➡「居場所と出番をつくる」（村木元厚生事務次官）

「福」➡身体的障害者、精神障害者、知的障害者、発達障害
者、引きこもりの人、生活困窮者
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農福連携（施設外就労）

農福（ノウフク）との出会い

気がついたら「ノウフク」になっていた・・・

(株)今村製茶では初めから「農福連携を活用しよう」
と思い取り組んだわけではありません。

当時通っていた子供の保育園で田んぼでの泥んこ遊び体
験のあと副園長先生にグループ内の農業法人に「年に1

回でも少しでもいいので茶のお仕事手伝ってもらうので
きませんかね？から

あれよ！あれよ！と話しが進み作業していただくことに

農業と福祉が連携していく取組が実は「農福連携」と
呼ばれるものだと後になって知る。
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農福連携（施設外就労）

＜施設利用者の方々にお願いしている作業＞

１ 草取り，落葉拾い

２ 寒冷紗被覆

３ パイプ運び（機械作業時のみ）

４ 寒冷紗除去
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農福連携（施設外就労）

草取り，落葉拾い

被覆作業の前に，
茶園の草取りや落
葉拾いを実施。

指導員さんに，

実際取る草葉や取
る位置を実演しな
がら利用者さんに
指導してもらう。
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農福連携（施設外就労）

寒冷紗自動巻取・張込機（らくまきくん）
自走しながら茶用寒
冷紗を自動で張り込
み、巻き取り作業が
できる

茶畝に沿って進行方
向を自動制御するの
で、走行操作が不要
で楽ちん

寒冷紗50ｍ巻を６本
（300ｍ分）積み込
み可能

エンジン側の操作は
指導員さんに行って
もらう（枕地での旋
回操作）
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農福連携（施設外就労）

寒冷紗 被せ作業

寒冷紗の被せ作業は基本４～５名の人員
前方２名（指導員１名含）は機械操作
後方２～３名は枝にピンチを挟む作業

作業前に，指導員さんに，茶樹へ
のとめ方やとめる位置を実演しな
がら利用者さんに指導してもらう。
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農福連携（施設外就労）

寒冷紗 被せ作業②
機械がどんどん被せ
ていき後方より多数
の利用者さんが一気
にピンチを留めて場
合もある。

５反～７反が１日の
作業面積目安（その
日の利用者さんに
よって変動があるの
は当然である）

そこを理解すること
ができるかがノウフ
クを継続できるかで
大事なところ

利用者さんの体調が
くずれることがある
ことを理解
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農福連携（施設外就労）

パイプ運び（機械被覆時のみ）

機械での被覆作業後，寒冷紗の巻
取り軸（パイプ）を利用者さんが
機械からはずしてほ場の脇へ運ぶ。
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農福連携（施設外就労）

寒冷紗 はぎ作業

機械が寒冷紗を巻
き取って剥してい
くのを，障害者２
～３人がピンチを
茶樹からはずし，
巻き取りやすいよ
う寒冷紗を支えて
補助する作業

機械のエンジン音
や機械に追われる
という不安感を感
じさせないため，

ピンチをはずす作
業を先に行う。
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農福連携（施設外就労）

利用者の皆さん
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農福連携（施設外就労）

落ち葉拾い・除草・かずら取り
通常、人数を多数
かけて作業するこ
とは不可とされる
が

農福連携では、人
数を多数動員する
ことが可能であり
それはメリットで
もある

短時間にスポット的
に人数をかけられる
のがノウフクである
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農福連携（施設外就労）

除草・かずら取り
作業における課題①

「草・カズラを根元
からとってほしい」

兵庫県立大学大学
院・豊田先生を訪問
して質問してアドバ
イスをいただく

５本とったらとった
草・カズラを確認し
てできていないとこ
ろを指摘して何度も
繰り返す

言っただろ！見たらわかるだろ！取れてないじゃ
ないか！ちゃんとしろ！金払ってだろ！

NG！！
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農福連携

指導員さんとの連絡方法

指導員さんとは
LINEでPDF化した
Excelカレンダー

を変更があると
訂正して送信

（弊社・福祉側
お互いにその都
度送信して現状
の作業状況を共
有）

福祉側にも福祉側
の予定があるため
作業できない日、
人数が不足する日
を聞き取っておく
こと！
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農福連携

「ノウフク JAS」の認証取得

農福連携で生産された農産品の価値化・見える化（ブランド化）
日本農林規格

ノウフクJAS
2020年 東京オリンピック・パラリンピック大会農産物調達コードに記載

2025年 大阪・関西万博における農産物調達コードに記載

・弊社 (株)今村製茶の経営理念「三方良し」と合致

・「産地」や「品種」、「栽培方法」を軸とするブランドではない

・国際標準化を見据えている（海外への訴求力が向上）

・何より現在、利用者さんが作業していただいていることを価値化・
見える化したい

・取引先のCSR（社会的責任）活動にもなり、販路拡大につながる
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ノウフクJASの取得
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農福連携

「ノウフク マルシェ 2022」への参加
（大隅半島ノウフクコンソーシアム会員として）

2022年10月27日 二子玉川ライズ ガレリア

このノウフクマルシェは、ノ
ウフク商品の販売を通じ、全
国の農福連携の取組や商品の
すばらしさを多くの人に知っ
てもらうとともに、農業で活
躍する障害者の皆さんを応援
することを目的として開催

「知る」「取り組む」「拡
げる」を段階的に進める



22

農福連携

農福連携の課題

・農業行政に精通した福祉側の人材が少ない

・福祉行政に精通した農業側の人材が少ない

農業・福祉双方に精通した人材不足

・トイレ問題（農福連携においてトイレは必須！）トイレがあ
ればいいという問題ではない！トイレ問題で作業を断る事例有

➡ノウフク・ラボにてＴＯＹＯＴＡがモバイルトイレを試作
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農福連携

農福連携の課題

・属人的 （ぞくじんてき）

・あまりに作業者（事業所）を固定化しすぎるとこちらの作業
が事業所側のスケジュールに合わせないといなけくなる。

これって、事業継続のリスクとなる

属人的リスク回避のため、複数の福祉事業所さんに作業に関わっ
ていただき、メインの事業所が対応できない時に作業を補完でき
るように対策があるとより安心

➡これはこれでできないと思っていた作業ができるようになる
（経験）と他のノウフクを希望する農家作業する機会と得る福祉
事業所が増え農福連携が拡がるきっかけとなる

お互い Happyー Happyとなる！
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農福連携

農福連携の課題

マッチング（つなぎ役）

福祉事業所と農家との農作業受託のマッチング

福祉と農業の両分野をつなぐ窓口の存在が必要

福祉、農業双方がお互いのことを知らず、つなぎ役もいない

お互いの特徴、相性、条件を適切に判断し広域的にマッチング
することのできる人材
➡行政からの金銭的な対策が必要
➡現場でのボランティア的なマッチングは長続きしない
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農福連携

農福連携を円滑に実施するために

・トラブルはもともと働いている「従業員」・「家族」側の利用者さ
んに対する理解不足が原因

➡利用者さんにはそれぞれ一見見た目ではわからない特性が
あるため、作業が一定時間以上続かなかったり、休憩が多
かったり、その日の体調、環境で続かなかったりする

・「雇用契約書」

福祉事業所と農家側で「雇用契約書」を作成し、賃金（時給、出来
高）、昼食代（賃金に含めるのか）、事業所からの交通費（賃金に含
めるのか別途支給するのか）その他決めておくことは書類にしておく。
JGAP取得農家は「雇用契約書」は必須！

・トイレ

トイレは必須！圃場の近くにあるのか？ない場合はどこの？どのく
らいの距離？のところにトイレがあるのか？利用者さんが使いにくい
和式しかないのか？女性の利用者さんに対する配慮のあるトイレか？



令和３年５月１３日

目的
規約条文より

コンソーシアムは、農業サイドの労働力不足、
福祉サイドの販売力強化や障がい者の低工賃
という課題を解消しつつ、農業のもつ多様な
人材を生かす福祉力が発揮できるよう、大隅
地域で農福連携を実践している団体を結びつ
けるプラットフォームとなる。また、農福連
携を知らない、施設外就労に新たに取り組み
たいという事業者に農福連携を知るきっかけ
作りやサポートの場を提供し、新たな仲間づ
くり、大隅地域全体の農業振興を図る。

大隅半島ノウフクコンソーシアム設立



１ （福）白鳩会 南大隅町

２ （株）オキス 鹿屋市

３ ライズ（株） 鹿屋市

４ （合）農栄ファーム 鹿屋市

５ （一社）ＰＳ支援機構 鹿屋市

６ （株）ひまわり農苑 鹿屋市

７ （特非）悠和会 鹿屋市

８ （株）ジャパンピース 鹿屋市

９ （株）みかげ 鹿屋市

１０ （株）サンフィールズ 鹿屋市

１１ ワークプランニング（株） 鹿屋市

１２ （一社）ナガノレーシング 東串良町

１３ （株）今村製茶 錦江町

１４ （株）瑞ひかり 肝付町

１５ （福）愛生会 大崎町

１６ ひふみよベースファーム大崎 大崎町

１７ （福）敬心会 太陽の丘 鹿屋市

１ 鹿屋市農林水産課

２ 大崎町農林振興課

３ 東串良町農林水産課

４ 錦江町産業振興課

５ 南大隅町経済課

６ 大隅くらし・しごとサポートセンター

７ 大隅地域振興局農林水産部

・農業法人６社
・福祉事業所8法人（現在９法人）
・２団体（現在３団体）
・６地方公共団体
・アドバイザー２名（現在３名）

大隅半島ノウフクコンソーシアム設立



大隅半島ノウフクコンソーシアム活動実績



2年目：皆川芳嗣氏（元農水省事務次官・日本農福連携協会会長）ご講演



・株式会社オキス（副会長）の
岡本社長から役員会にて提案

年間25トンを廃棄する「子いも」を農福連携
で価値づけることはできないか。規格外の
じゃがいもを商品として出荷できないだろう
か。

小いもプロジェクト



・大型機械で収穫するじゃがいも

・規格外のものは機械から自動的に弾かれ廃
棄→年間25トン！頭を悩ませていた、、、

・大隅半島ノウフクコンソーシアムと連携。

・施設側で障がい特性に配慮した作業選定、
スケジュール調整をおこなう
（コンソ会員3事業所、約20名）

・収穫した小いもは地元の飲食店・レストラ
ンに買い取ってもらい、売上金を障がい者
の工賃に。

・店舗ごとに新メニュー開発し「じゃがいも
フェア」をSNS等でシェア

・都市部の企業からの問い合わせ。次年度は
この取組みを大きくできそうな兆し

・コンソ内でつながりが生まれ、新たなビジ
ネス創出を検討し始める

小いもプロジェクト



小いもプロジェクト



2023年1月25日（水）
ノウフクJAS

認証機関による書類審査、実地検査
済

2023年7月
ノウフクJAS

認証機関による実地検査

予定

ノウフクJASの取得



県外視察研修の様子



ノウフクアワード２０２２「チャレンジ賞」受賞！





３年目スタート！：仲間が増えています

・農業法人６社、林業法人１社、畜産法人１社
・福祉事業所９法人
・5団体（まちづくり系NPO /人材派遣・職業紹介企
業/生活困窮者支援団体/自殺対策、ひきこもり、
不登校児支援法人など）

・7地方公共団体
・アドバイザー4名



NPO法人たがやす

２０２３年度ONC第一回研修会


